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１ 長井市営バスについて

令和３年９月まで 令和３年１０月から

令和３年５月に長井市役所の新庁舎（長井駅と合築）が完成したことから、長井駅を中心にした路線に変更
➤ 利便増進計画を策定（山交の延伸も含む）

・全ての路線がまちなかエリアと置賜総合病院を経由する
ことから、ルートが重複していた。
➤エリア（線が２本）によっては、月水金→Aルート、火
金→Bルートのように運行
・通学には不便な路線
・高齢者にとっては乗換えがなく良かった。

・路線の効率化を図り、毎日同じルートを運行
➤高校生の通学にも利用可能に
・「長井市役所・長井駅」と「ヤマザワ」で乗換えること
で、移動可能な範囲を広げた
➤高齢者にとっては、乗換えが発生する場合があり、「不
便になった」という声も

新庁舎完成後の路線改正



交通結節点（ハブ）で乗換え可能なバスが並び、視覚的に利用者の不安を取り除いた乗換え方法
長井市営バスでは、「長井市役所・長井駅前」、「ヤマザワ前」で実施

【導入の背景】
以前は、全ての路線で利用
頻度の高い、「置賜総合病
院」を発着地点としていた。
これは、乗換えをしない方
が高齢者が利用しやすいと
考えていたため。

↓
全ての路線が同じところを
発着すると重複する路線が
多く、非効率だった。

↓
曜日で運行経路が違う地区
もあり、定期的な利用が難
しい状況だった。

高齢者が安心して乗換えが
できる方法を︕
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「らくらく乗換」



西根バス
致芳バス

平野バス

伊佐沢バス

豊田バス

中央地区
地区内 100〜200円

【詳細】
各地区 → 中央地区で+100円

乗換拠点通過後に+100円

西根地区
地区内 100円

致芳地区
地区内 100円

伊佐沢地区
地区内 100円

豊田地区
地区内 100円

平野地区
地区内 100円

【運賃の支払い方法】
・ 定期券（1箇月 1,000円）
・ 現金
・ 回数乗車券（現在お持ちの方）
・ 特別乗車券（免許証返納者の方）

【運賃の減免】 ※ 全額無料の方
・ 身体障害者手帳、療育手帳、

精神障害者保健福祉手帳の交付を受け
ている方

・ 小学校入学前の方
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市営バスの運賃



平成30年度より現行の1,000円定期に変更 → 市営バスの利用拡大を第一に考えた

H30以前の定期券
定期券（3か月）
※片道の場合半額区間

1,000円（2,700円）100円

2,000円（5,400円）200円

3,000円（8,100円）300円

4,000円（10,800円）400円

5,000円（13,500円）500円

6,000円（16,200円）600円

※学生定期の場合、記載の半額

課 題
【市民の声】
・定期券の金額が高い
・定期券の購入のために市役所に行くことが面倒
・家族も使うことができる定期がほしい。

〇当時の定期利用者は年間10名以下

・１か月1,000円で乗り放題
・持参人式で共有可
・販売は、市役所と各市営バス車内で
・有効期間は、月の１日〜末日まで
・販売期間は、全月の20日〜

利用者の６割程度が定期券を利用
＋

スマートシティ事業と連携
定期券にRFIDタグの貼付により、

人数のカウント
（R7まで）
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ODデータ（どこからどこへどれ
だけ移動したかのデータ）を活
用し、路線やダイヤの最適化の
材料としている

市営バスの定期券



市営バスの路線上で、バス停以外でも乗降が可能な場所を設置し、利便性の確保に取り組んでいる。

【導入の背景】
自宅からバス停まで遠い高齢利用者から、自宅近く
で乗降できるように要望があった。
しかし、バス停を増やしすぎると、バス停の維持管
理等の新たな課題が出てくる。

・安全が確保できるところで
・市道や（比較的交通量の少ない）県道で
・（中央地区を除く）郊外地区で

フリー乗降を実施
乗車のルールとして
・交差点や横断歩道付近を除く
・手をあげ、運転手に乗る意思をしっかり伝える

※利用者にはバスブックでフリー乗降区間を水色で明示

１ 長井市営バスについて

フリー乗降



自動運転導入の目的

将来構想（案）に関連する計画・事業

目標・将来構想（案）のイメージ

長井市における公共交通網の将来構想を検討するにあたり、下記に挙げる関連計画をレビューし、関連計画との整合を図りつつ、より効果的な将来構
想（案）の検討を行う。
 山形県地域公共交通計画
 山形県地域公共交通利便増進実施計画（長井市版）
 長井市立地適正化計画
 スマートシティ長井(令和3年度デジタル田園都市国家構想交付金(地方創生推進タイプSociety5.0型)採択事業)

6

公共交通の現状を踏まえ、既存の公共交通を維持しつつ、利便性等を改善させることで、山形鉄道等の幹線を含めた交通網全体の利用者増加等につな
げるとともに、中心市街地の活性化を目指す「まちづくり」との連携を目指し、市域全体のスパイラルアップを目指すことを目標とする。

自動運転導入後の構想（案）のイメージを描くにあたり、現行路線は、図1のとおり周辺部を周回後、まちなかを周るルートとなっているため、１路
線の運行距離が長くなっていることが課題の1つとして挙げられる。

この課題の解決のため、自動運転バスでまちなかを循環する路線を形成し、各バスのまちなかでのルートの効率化を目指す（図2）。また、小さな拠
点（コミュニティセンター）を中心とした移動支援事業と連携し、現行の市営バスを郡部のコミュニティセンターとまちなかの主要施設とを結ぶネット
ワークと位置付けることで、路線の効率化と利便性の向上を目指す。

図1 現行路線図 図2 改善後の路線イメージ

自動運転バスでまちなかの
拠点施設を連絡し、
バス路線網を効率化

鉄道路線との連携を推進し、
公共交通網全体の利便性を向上

２ 自動運転バスについて



１ R6実証運行の概要
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実証ルート

運行日数運行期間運行内容

-10月14日〜11月1日準備運行

-11月25日 13:15〜出発式

3日間12月18日〜12月20日関係者試乗

18日間12月21日〜1月24日
※月曜日・火曜日・年末年始は運休一般運行

「遊びと学びの交流施設 くるんと」「長井駅」「道の駅川のみなと
長井」「長井市民文化会館」を巡回するルートにおいて実施

運行期間

使用車両

停車なし 所要 1便 2便 3便 4便 5便 6便
くるんと 発 0:00 0:00 9:45 10:40 12:10 13:55 15:30 16:55
長井駅 発 0:02 0:06 9:51 10:46 12:16 14:01 15:36 17:01

10:55 12:25 14:10 15:50
道の駅 発 0:07 0:08 9:59 10:54 12:24 14:09 15:44 17:09
文化会館 発 0:08 0:09 10:08 11:03 12:33 14:18 15:53 17:18
くるんと 着 0:03 0:04 10:12 11:07 12:37 14:22 15:57 17:22

市バス接続

運行ダイヤ

２ 自動運転バスについて



２ R6実証結果の概要
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乗車人数
５２６ 人 （大人４２８人、小人９８人） ※うち関係者試乗 １３０人
【便別】（１８日間×６便＝１０８便 うち運休２１便）

１便（ 9:45〜） ５０人（大４６人、小 ４人） ２便（10:40〜）６７人（大５４人、小１３人）
３便（12:10〜） ７０人（大５４人、小１６人） ４便（13:55〜）７６人（大６３人、小１３人）
５便（15:30〜） ９３人（大５３人、小４０人） ６便（16:55〜）４０人（大２８人、小１２人）

自動運転割合 アンケート結果から

長井市（降雪・積雪地域）特有の課題
① 降雪の検知

障害物を検知するLiDERセンサーが粒の大きい雪を検知してしまい、障害物があるため前に進めない事例があった。特に低速の場合が顕
著で、20㎞/h以上の速度では検知しなかった。
② 縦型信号の認知率が低い

全国的には横型の信号が主流だが、降雪・積雪地域では縦型の信号であるため、プログラムに時間がかかる。
③ 除雪で残った雪

消雪設備がなく除雪路線となっているところでは、除雪で残った雪（の塊）が自動運転バスのルート上に残ってしまった。特に左折する
ところに残った雪で自動運転ができない場面があった。

２ 自動運転バスについて



１ 日本信号との連携協定
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連携協定内容

（１） 長井市営バスにおける自動運転バスの実
装に関すること

（２） バス及び鉄道における利用者利便の向上
を図るシステム構築に関すること

（３） バス及び鉄道における運行管理業務に関
すること

（４） 公共交通分野に係る人材育成に関すること
（５） その他、連携すべき取組み として必要と

認める事項

連携協定の背景

・日本信号の子会社「山形日信電子」が長井市に立地している。
・R6実証運行時には、道の駅付近の信号機で、自動運転車両に対して信号灯火情報を提供する「信

号」連携を実施
・R7補助金が不採択に（申請の際、コンソーシアムのメンバー）
・長井市で財源を確保できないことから、日本信号の持ち出して実証運行

２ 自動運転バスについて



２-１ 実証運行の概要（鉄道技術展用）
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走行ルート（前年度同様）

運行日数運行期間運行内容

４日間１１月２６日（水）〜２９日（土）

「遊びと学びの交流施設 くるんと」「長井駅」「道の駅川のみなと
長井」「長井市民文化会館」を巡回するルートにおいて実施

運行期間（関係者試乗・一般試乗なし）

使用車両

鉄道技術展（＠幕張メッセ）日本信号ブース

２ 自動運転バスについて



２-２ 実証運行の概要
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実証ルート

運行日数運行期間運行内容

-１２月１日（月）〜１２月１４日（日）準備運行

５日間１２月１５日（月）〜１２月１９日（金）関係者試乗

前年度実証ルートから南側（ヤマザワ周辺）へ延伸（3.5㎞→5.6㎞）
インフラ連携はなし

運行期間

使用車両

・関係者試乗会は、１日６便運行
・１便あたり３６分
・国、県、市町村関係者約100名乗車

２ 自動運転バスについて



３ 実証内容
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２ 自動運転バスについて



３ 実証内容
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２ 自動運転バスについて


